
（令和８年５月１日現在）

博士前期（修士）課程の入学年度別修了者の状況

割合
（B/A)

3年 4年 計（C)
割合
（C/A)

割合
（D/A)

H31 5 2 40.0% 1 2 3 60.0% 0 0 ― 0

R2 13 2 15.4% 5 3 8 61.5% 0 3 23.1% 0

R3 2 0 ― 0 1 1 50.0% 0 1 50.0% 0

R4 12 5 41.7% 1 2 3 25.0% 0 1 8.3% 3

R5 7 4 57.1% 1 1 14.3% 0 1 14.3% 1

R6 16 6 37.5% 10

R7 3 3

R8 7 7

※長期履修となる主な理由：仕事の都合、家庭（子育て、介護等）の事情、健康上の理由

博士後期課程の入学年度別修了者の状況

割合
（B/A)

4年 5年 6年 計（C)
割合
（C/A)

割合
（D/A)

H31 2 0 ― 0 0 0 0 ― 0 2 100.0% ―

R2 3 0 ― 1 0 1 2 66.7% 1 0 - ―

R3 5 0 ― 1 20.0% 4

R4 2 0 ― 2

R5 2 2

R6 1 1

R7 1 1

R8 0 0

※長期履修となる主な理由：仕事の都合、家庭（子育て、介護等）の事情、健康上の理由

修了者の進路の状況

【公表した数値の分析・解説】

・博士後期課程の入学年度別修了者の状況は、R2入学生3名がR7までに修了している。

・博士前期（修士）課程では、R5入学者において標準修業年限内修了者の割合が5割を上回ったが、R6入学者では
　入学者数の増加もあり、現時点では37.5％となっている。

・修了者の進路の状況では、博士前期（修士）課程では医療機関、教育機関が大半を占めており、博士後期課程
　は教育機関が100％である。

大学院入学者の標準修業年限以内で修了した者の占める割合その他学位授与の状況に関すること

在学者数

入学
年度

入学
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年度
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長期履修者の修了者数 退学者数（D)

医療機関 教育機関 行政機関 その他 医療機関 教育機関 行政機関 その他

H31 7 5 2 0 0 2 0 2 0 0

R2 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0

R3 5 3 2 0 0 1 0 1 0 0

R4 7 3 3 0 1 0 0 0 0 0

R5 8 4 4 0 0 2 0 2 0 0

R6 7 6 1 0 0 0 0 0 0 0

R7 9 6 1 1 1 2 0 2 0 0
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